
機関名  名古屋大学高等教育研究センター 

設立年  1998 年 

Web サイト URL  http://www.cshe.nagoya-u.ac.jp/ 

所在地 〒 464-8601 名古屋市千種区不老町 

連絡先 
電話  052-789-5696 FAX 052-789-5695 

E-mail  高等教育研究センター事務室 <gak-cshe@adm.nagoya-u.ac.jp> 

代表者名  水谷法美（高等教育研究センター長） 

スタッフ 教員５名：センター長(併任)、教授１、助教授２、助教１ 

事務補佐員１ 

沿革 ・1998 年に、学内共同教育研究施設として名古屋大学に設置された。以後、高等

教育研究を積極的に行っている。とくに、教員の教育実践、とくに授業の改善に

必要な知識・スキルの開発等の実践的な研究を志向している。同時に、それを書

籍等にして名古屋大学だけでなく、全国の大学教員向けに発信している。 

・2009 年には、「FD・SD コンソーシアム名古屋」を東海地区の複数の大学とと

もに立ち上げ、FD・SD に積極的に取り組んできた。 

・2010 年 6 月には、文部科学省より教育 関係共同利用拠点「FD・SD 教育改善

支援拠点」の認定を受け、2015 年 3 月までの期間、拠点としての活動を展開して

きた。 

特徴 ・ 教員の教授能力の向上を促進・支援するための研究を中心に行う。 

・ 開発物の制作を活動の中心に据えている。 

・ 各種セミナーやフォーラムの開催等を通じて、研究成果を発信している。 

出版物 ・ 『名古屋港等教育研究』 

センターの研究活動の中核となる研究紀要。専任教員、学内教員、客員教員

による学術研究論文等を掲載している。 

・『成長するティップス先生』：授業改善のノウハウを盛り込む。 

・『ティップス先生からの７つの提案』 

センターの研究開発物。教育改善のための７提案とその具体策を掲載。 

・『名古屋大学新入生のためのスタディティップス』 

   学生の勉学・生活を支援するためのヒント・ノウハウ集。 

・特色 GP シリーズ １～４号 

  特色 GP の取り組み、制作物の開発プロセス等を紹介。 

・『FD・SD 教育改善支援拠点の活動』(1)～(4) 

  文科省による FD・SD 教育改善支援拠点としての認定を受けて行った活動   

  の記録。 

・ 『名古屋大学新任教員ハンドブック』 

  名古屋大学の新任教員に、教員として活躍するうえで必要な情報を提供。  

・ 『大学の教員免許業務 Q&A』 

  教員免許業務に従事する職員向けに、必要事項を Q&A 方式で提供。 

・ニューズレター『かわらばん』  

公募情報 現在、公募はしていません。 
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